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　働き方改革にも盛り込まれている「週休3日制」につき，
先進企業での導入動向が話題になる。同時に「冗談じゃ
ない。ウチはそんなことをやったら仕事が回らなくなる」
とハナから“問題外”の反応を示す経営・人事の声も聞か
れる。さて，その態度はいつまで通用するだろうか。確
かに導入企業は依然少数だが，「週休3日制」の経営イン
パクトはけっこう大きい。単に出勤日や労働時間の集計
方法が変更されるといった次元の話ではない。月給の総
額を変えずに週休3日制にするという選択をするなら，生
産性向上の取り組みと不可分のマネジメントが迫られる
からだ。会議やコミュニケーションのあり方を変える動
きにもなるだろうし，アウトプットを落とさずに勤務日
数を削減するのであれば「出社している」ことより「何
をしているか」がより鮮明に問われ，ジョブ型に寄せた
仕事ぶりへの動機にもなる。さらに俯瞰すると，週休3
日制を取り入れている会社かどうかが採用力の差になる
時代もそう遠くないと想像できる。コロナ禍で（一時的
にせよ）全面テレワークという思い切った改革を経験し
てしまった会社・従業員にとって，週休3日制のハード
ルはそれほど高くない。本稿著者はコンサルタントの立
場で複数社の週休3日制導入を手がけている。「会社全体
でやること」「職場現場でやること」「社内浸透・定着の
コツ」などの解説コンテンツは導入を模索する企業にと
って参考になるだろう。 （編集部）
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